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ALPS処理水の処分に関する

安全対策・風評対策の最近の動向
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漁業者・中小企業者支援施策等合同説明会の実施

◼ 漁業者・中小企業者等を対象として、地域の漁業や産業の活性化に向けた取組に対する支援策を知っていただくために、漁業
者・中小企業者等を対象に水産庁・宮城/福島復興局・東北農政局・東北経済産業局・東北運輸局・中小機構・JETROと
の連携により、漁業者・中小企業者支援施策等合同説明会を実施。
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説明会の様子

青森会場

日時： 令和６年４月２５日（木）
13：30～15：40

場所：青森市役所柳川庁舎
参加者数：29名

（うちオンライン19名）

石巻会場

日時： 令和６年４月２３日（火）
13:30～16：00

場所：石巻市水産物地方卸売市場
石巻売場
＜石巻魚市場＞

参加者数：48名
（うちオンライン29名）

いわき会場

日時： 令和６年５月１６日（木）
13：30～16：00

場所：いわき産業創造館
参加者数：37名

（うちオンライン23名）
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福島相双復興推進機構の取組事例①

◼ 5月18、19日の2日間、栃木県市貝町の「道の駅サシバの里いちかい」にて、福島相双復興推進機構の主催で福島県の水産加

工品の販売会である「ふくしま常磐大漁市」を出店。

◼ 本イベントでは、福島県漁連をはじめとした福島県の水産加工業者8社の商品30品を販売。また、カネセン水産の梅酢タコ、マルリ

フーズのあおさ海苔を用いた「タコとあおさの梅酢和え」の試食を実施。

◼ 両日とも多くの方が来場。18日には市貝町の入野町長にもご来場いただいた。
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ふくしま常磐大漁市 in 道の駅サシバの里いちかい

会場の様子 試食の様子

◼ 来場者の声
「あおさの香りが良い。色でいいものだとわかる。」「福島を応援している。頑張ってほしい。」など、応援する声が多く寄せられた。

入野町長（右）
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福島相双復興推進機構の取組事例②

◼ 5月29日～6月2日の5日間、JR上野駅の中央改札口前で開催中の「福島産直市」に、福島相双復興推進機構の主催で、

福島県の水産加工品の販売会である「ふくしま常磐大漁市」を出店中。

◼ 本イベントでは、常磐ものの水産加工品を首都圏を中心とした消費者に味わってもらい、販路拡大を目指す。福島県の水産加工

業者9事業者、約30商品を販売予定。
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ふくしま常磐大漁市 in 福島産直市（上野駅）

日 程：2024年5月29日（水）～6月2日（日）

場 所：JR上野駅中央改札外グランドコンコース

イベントURL：https://fukushima-

challenge.go.jp/event/jobantairyoichi2024-6/ 

【出品事業者（主な販売商品）】

・福島県漁業協同組合連合会（ひらめフィレ、めひかり唐揚げ） 

・佐藤水産（海苔の佃煮、ボイルやなぎだこ*）*5/30、6/1の限定販売 

・マルリフーズ（松川浦かけるあおさ、松川浦かけるあおさ ハラペーニョ、あおさの佃煮） 

・岩下商店（松川浦産アオサ入りお手軽ちぎり揚げ）  

・カネセン水産（味付けタコ、タコ飯の素）  

・かねまん本舗（シーフードケーキ（創作かまぼこ）、「ポテ＆チーズ」） 

・貴千（ご褒美BAR（新感覚かまぼこ））  

・三陸水産（紅鮭スモークサーモンスライス、天日塩で漬けた太刀魚の天日干し） 

・おのづか食品（うに味噌）

※予告なく事業者または販売商品を変更する場合がございます。

JR上野駅中央改札外グランドコンコース（販売イメージ）

【商品イメージ】

▲(商品左) かけるあおさ
(商品右) かけるあおさ ハラペーニョ

▲ご褒美BAR▲めひかり唐揚げ
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福島相双復興推進機構の取組事例③

◼ 5月18・19日に、復興が進む福島の今の国内外への発信、サイクルスポーツを通じた広域的な交流人口の拡大と振興を目的とし

た「福島復興サイクルロードレースシリーズ」の第2戦として、双葉町・大熊町を舞台とした「ツールドふたば」が開催された。

◼ 福島相双復興推進機構が事業者の引き合わせ等の協力を行い、本イベントにて昨年に引き続き、参加者や来場者向けに福島

県産の水産物（あおさ、しらす、陸上養殖エビ）や農産物（フルーツトマト、ニンニク）を用いたピザを提供した。
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ツールドふたば

▲熟練ピザ職人による福島の恵み特製ピザ

具材とした福島県産の農水産物：あおさ（マルリフーズ（相馬市））、しらす（柴栄水産（浪江町））

  陸上養殖エビ（HANERU葛尾（葛尾村））、トマト（ワンダーファーム（いわき市））

  にんにく（ランドビルドファーム（浪江町））
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■北海道産ホタテのメニュー提案会 概要
• 日時：2024年5月4日（土）14:30～16:20
• 会場：オークラ プレステージバンコク
• 協力：農林水産省および在タイ日本大使館
• イベント名：JAPAN PREMIUM HOTATE ～from HOKKAIDO Ocean to your table～
• 使用した日本産水産物：ホタテ(北海道)、真鯛(宮崎)、ハマチ(鹿児島)

日本貿易振興機構（JETRO）の取組事例

◼ 2024年5月2～5日、北海道産ホタテのメニュー提案会をバンコクで実施。料理の鉄人として著名なタイ人シェフを起用し、新たな
消費需要の創出に向け、日本料理をはじめ、タイ料理やイタリア料理においても日本産水産物をメイン食材にした新しいメ
ニューを提案。また、ペアリングも考慮した日本産酒類も提供し、総合的な食体験の機会を提供した。

◼ 輸入事業者や飲食小売店関係者、メディアなど100名超が参加。日本からも坂本農林水産大臣が参加し、現地事業者との交
流を深めた。坂本大臣はイベント終了後、「日本産ホタテは日本料理だけでなく多国籍の料理に合う」 「タイの地方や周辺国へ
販売網が広がることに期待している」とコメントした。

バンコクにおける北海道産ホタテのメニュー提案会

提案メニュー(イタリア料理)

調理デモの様子 

会場の様子 

提案メニュー(タイ料理)
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PDFはこちら

8廃炉・ALPS処理水の安全性に係る広報

◼ 廃炉・汚染水・処理水対策や東京電力福島第一原子力発電所の現状をまとめたパンフレット（廃炉の大切な話）の英語版を作

成。経済産業省のWEBサイトでも公開。

廃炉の大切な話（英語版）

◼ 廃炉・汚染水・処理水対策や東京電力福島第一原子力発電所の現状に関する疑問等にお答えする形で内容を構成
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9齋藤大臣とマクレイ・NZ貿易大臣との会談

◼ 2024年5月3日、OECD閣僚理事会等への出席のためフランス共和国（パリ）を出張中の齋藤経済産業大臣は、マクレイ貿
易大臣（ニュージーランド）とバイ会談を実施。

◼ 齋藤大臣から、ALPS処理水の海洋放出について、ニュージーランドが日本の立場に支持を表明していることに謝意を示すとと
もに、引き続き高い透明性をもって情報提供をしていく旨言及した。

▲齋藤大臣とマクレイ大臣とのバイ会談の様子▲齋藤大臣とマクレイ ニュージーランド貿易大臣
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10石井政務官とヤウ香港商務経済発展局長官との会談

◼ 2024年5月17日、APEC貿易担当大臣会合及びAPEC貿易・女性担当大臣合同会合への出席のためペルー共和国へ出張
中の石井経済産業大臣政務官は、アルジャーノン・ヤウ香港商務経済発展局長官と会談を実施。

◼ 石井政務官からは、改めてALPS処理水の海洋放出の安全性などについて説明し、日本産食品輸入規制の即時撤廃を求め
た。日・香港経済関係の強化に向けて、今後も様々な機会を活用して、緊密に意思疎通を重ねていくことで一致。

▲石井政務官と
アルジャーノン・ヤウ香港商務経済発展局長官

▲石井政務官と
アルジャーノン・ヤウ長官とのバイ会談の様子
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11台湾観察団の福島第一原発視察

◼ 2024年５月14日、訪日中の台湾核能安全委員会の専門家団が福島第一原発を視察。

◼ 台湾専門家団は、ALPS処理の設備や廃炉作業を現地視察したほか、東京電力と、ALPS処理水の放出状況・計画やモニタリ
ング状況の技術面に関する意見交換を行い、ALPS処理水の海洋放出の最新状況や廃炉の取組についての理解を深めた。

◼ 台湾核能安全委員会は５月15日に発出したプレスリリースにおいて、今回の現地視察は、福島第一原子力発電所における
ALPS処理水の海洋放出にかかる情報やIAEAの最近のレビューの状況を把握し、台湾が関連する対応作業を実施する上で有
益であったと述べた。

▲福島第一原発を視察した台湾核能安全委員会
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12日中首脳会談

◼ 2024年５月26日、日中韓サミットに出席するため韓国・ソウルを訪問中の岸田総理は、李強（り・きょう）中国国務院総理と
首脳会談を行った。

◼ ALPS処理水の海洋放出について、両首脳は、昨年11月の日中首脳会談以降、専門家を含む両国間の事務レベルの意思疎
通が進展していることを評価。

◼ 岸田総理から、IAEAの下で関心国の参画を得て行われているモニタリングが中国を含む関心国の理解を促進することを期待
している旨述べた。両首脳は、問題の解決に向けて、これまでの意思疎通の進展を踏まえ、事務レベルで協議のプロセスを加
速していくことで一致。

◼ また、岸田総理から、中国側による日本産食品の輸入規制の即時撤廃を改めて求めた。

▲岸田総理と李強中国国務院総理 ▲日中首脳会談の様子
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海水・魚のトリチウムの迅速なモニタリング 14

○海水中トリチウムを精密分析にて測定。

○20km以上離れた海域や、宮城県沖南部、茨城
県沖北部でも、精密分析を実施。

○水産物は年約380検体でトリチウムを測定

○①放水口の北北東へ約４km、②放水口の南南東
へ約５kmの２地点で、週４回迅速分析を実施
（放出のない期間は週１回）

水産庁

○海水中トリチウムを測定

○放水口周辺４地点毎日、その他６地点で週２回（放
出期間中）、放水口周辺４地点週１回、その他６地
点で月１回（放出停止期間中）迅速分析を実施。

○海水中トリチウムを測定

○放出期間中、放水口近傍３地点で期間中２回、そ
の他沿岸20地点で期間中１回、迅速分析を実施。

東京電力

計画どおりに安全に放出できていることを確認

環境省

（参考）原子力規制庁
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東京電力による新聞広告掲載

◼ 一昨年８月から、東京電力が、東京電力福島第一原子力発電所の廃炉の取組について、定期的に地元紙（福島民報、福島

民友、岩手日報、河北新報、茨城新聞）に広告を掲載。

◼ 本年５月も２回掲載しており、今後も月１～２回の頻度で継続的に実施を予定。

新聞への広告掲載内容（左上：モニタリング状況のお知らせ、右下：第３６回）
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